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全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

全
国
税
は
９
月
７
日
、
牧
野
新
長
官
に
対
し
、「
昼

休
み
時
間
帯
に
お
け
る
窓
口
業
務
の
あ
り
方
」
に
つ
い

て
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
直
後
の
９
月
12
日
、
庁
か
ら
「
昼
休
み
時
間
帯

に
お
け
る
窓
口
対
応
に
つ
い
て
の
現
在
の
検
討
状
況
」

の
伝
達
が
あ
り
、
①
昼
休
み
に
も
相
談
等
の
窓
口
対
応

を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
納
税
者
ニ
ー
ズ
に
可
能
な
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〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
　
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
コ
ウ
で
は
失
敗
で

す
。
ダ
メ
ヅ
マ
リ
に
し
て
白

を
仕
留
め
ま
す
。

（
10
分
で
二
、
三
段
以
上
）

策
の
本
家
・
米
国
で
も
変
化

が
▼
富
裕
層
の
税
負
担
は
半

減
、
株
主
に
報
告
す
る
企
業

所
得
と
税
務
当
局
に
報
告
す

る
所
得
の
差
は
拡
大
の
一
途

だ
と
い
う
▼
「
グ
ロ
ー
バ
ル

時
代
の
税
制
改
革
」
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
サ
マ
ー
ズ
元
財
務
長

官
が
累
進
税
制
の
強
化
と
企

業
課
税
の
強
化
を
提
案
。
著

名
な
経
済
学
者
Ｐ
・
ク
ル
ー

グ
マ
ン
氏
ら
も
累
進
税
制
の

強
化
を
主
張
。
こ
れ
ま
で
の

「
成
長
」
か
ら
「
分
配
・
保

障
」
に
潮
目
が
変
わ
る
様
子

が
み
て
と
れ
る
▼
全
国
民
対

象
の
医
療
保
険
制
度
が
な

く
、
お
金
で
医
療
が
決
っ
て

し
ま
う
米
国
の
実
態
を
映
画

「
シ
ッ
コ
」
は
暴
い
て
い
る
。

「
医
療
費
亡
国
論
」
を
広
言

す
る
者
に
対
し
、「
シ
ッ
コ
」

は
驚
く
よ
う
な
現
実
を
突
き

つ
け
告
発
し
て
い
る
。

広
が
る
貧
困

に
、
も
う
ガ
マ

ン
で
き
な
い
！

の
民
意
を
示
し

た
日
本
。
新
自

由
主
義
経
済
政

限
り
応
え
る
た
め
、
昼
休
み
に
も
他
の
時
間
帯
と
同
様

の
範
囲
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、
②
窓
口
対
応

の
方
向
性
と
し
て
、
原
則
、
通
年
で
、
全
署
の
全
事
務

系
等
の
窓
口
担
当
部
門
に
お
い
て
、
勤
務
時
間
を
割
り

振
り
、
す
べ
て
の
窓
口
業
務
に
対
応
す
る
と
言
う
。
到

底
受
け
入
れ
が
た
く
10
月
５
目
の
長
官
交
渉
で
徹
底
追

及
し
て
い
き
ま
す
。

到到
底底
受受
けけ
入入
れれ
がが
たた
いい
検検
討討
方方
向向

「
昼
休
み
時
間
帯
に
お
け

る
窓
口
業
務
の
あ
り
方
」
に

つ
い
て
の
申
し
入
れ

（
パ
ー
ト
２
）

通
常
業
務
に
お
け
る
職
員

の
昼
休
み
の
休
憩
時
間
に
関

し
て
は
、
３
ヶ
月
も
検
討
し

な
け
れ
ば
結
論
が
出
せ
な
い

や
入
力
事
務
へ
の
要
員
確
保

が
二
の
次
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
入
力
期
限
の
弾
力
化
を

拒
絶
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

指
導
相
談
事
務
が
巡
回
指
導

職
員
の
健
康
被
害
が
懸
念
さ

れ
る
。

現
状
で
も
困
難
な

休
憩
場
所
の
確
保

現
状
で
も
、
休
憩
場
所
の

確
保
が
困
難
で
あ
り
、
そ
の

確
保
は
急
務
と
な
っ
て
い
る

が
、そ
の
見
通
し
は
難
し
い
。

こ
れ
で
は
職
員
が
肉
体
的
・

精
神
的
に
も
疲
労
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
特

に
、
署
外
会
場
で
は
各
地
で

休
憩
場
所
が
ほ
と
ん
ど
確
保

で
き
て
い
な
い
の
が
実
態
で

あ
る
。

確
定
申
告
期
の
超
過
勤
務

の
直
接
的
原
因
は
、
提
出
さ

れ
た
申
告
書
の
処
理
、
審
査

は
、
申
告
納
税
者
の
急
増
を

背
景
に
極
め
て
タ
イ
ト
な
事

務
運
営
と
な
っ
て
お
り
、
昼

休
み
確
保
に
あ
い
ま
い
な
対

応
を
取
り
続
け
て
い
る
当
局

責
任
が
問
わ
れ
て
き
た
。
最

近
、
昼
休
み
時
間
の
掲
示
を

と
り
や
め
た
り
、
巡
回
指
導

方
式
の
採
用
に
よ
り
昼
休
み

時
間
の
相
談
打
ち
切
り
が
難

し
く
な
っ
て
お
り
、
会
場
管

理
も
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
都
市
周
辺
署
を
は

じ
め
、
外
部
相
談
会
場
で
は

交
代
要
員
が
確
保
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
、
要
員
不
足
状

況
は
慢
性
化
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
要
員
不
足
の
ま
ま

で
昼
休
み
に
対
応
す
る
こ
と

は
労
働
強
化
必
至
で
あ
り
、

は
ず
は
な
く
、
直
ち
に
躊
躇

な
く
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。

確
定
申
告
期
の
昼
休
み
の

時
間
帯
の
休
憩
時
間
の
確
保

に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

税
務
第
一
線
の
納
税
者
対
応

は
繁
忙
を
極
め
、
超
過
勤
務

の
常
態
化
が
み
ら
れ
、
そ
の

解
消
が
労
使
間
の
長
年
の
懸

案
事
項
と
な
っ
て
い
る
。

問
わ
れ
る
当
局
責
任

今
回
の
確
定
申
告
時
期
の

昼
休
み
対
応
、
す
な
わ
ち
昼

休
み
の
相
談
業
務
従
事
を
検

討
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
極

め
て
憂
慮
す
べ
き
も
の
と
考

え
る
。

近
年
の
確
定
申
告
事
務

伝達は、確申期の昼休みもぶっとおしで
「巡回指導」を行うということに真の狙いが
ある
通常業務で窓口担部門の職員は45分間の

休憩時間が保障されず、強い不満が渦巻い
ていた。この事態を国税労組が取り上げ、
当局に対策を求めたことに端を発したこと
が、庁当局の方向性は確申期の昼休み対応
へと、とんでもない方向に向かっている。
早急に是正されるべき通常時の休憩時間

確保対策については、具体的中身のない方
向性しか示さず、その状態を引きずって確
申期の昼休みも「巡回指導」を含めた全業
務を挙署体制で対応するというのだから、
休憩時間が完全に保障される見通しは立た
ず、混乱と労働強化は必至となる。
庁当局は一体何を検討していたのかと問

わざるを得ないし、これでは職場に失望と
不安を与えるだけである。
庁当局はさらに検討するとし、意見も聞

くという。私たち全国税は２度にわたる申
し入れを行ってきたが、改めて次のことを
表明したい。

一　休憩時間は人間が毎日働く上で必要不
可欠な時間であり、この取得によって健康
が維持され、仕事の能率も確保されること
から、法的に保障された権利である。その
保障はひとえに使用者責任の問題であり、

時間管理や休憩場所の確保は当局が責任を持
って措置しなければならない。

一　現場任せ、職員任せになっている通常業
務時の休憩時間取得については、一刻も早く
具体的対策を確立し、実行すべきである。全
国税は具体的提案を行ったが、当局の対応に
真剣さが見られない。今なによりも先に手を
打たなければならないことを先送りすること
は許されない。

一　超繁忙期となる確定申告期は、これまで
も「通年」の延長とせず特別の体制をとり、
業務や要員、勤務時間の面から職員の健康対
策をとってきた。「相談会場における昼休みの
確保」は重要な柱であり、この特別の体制は
確申期を円滑に運営する上で試され済みであ
り、有効なものである。外部の相談会場が増
え、要員の手配や休憩場所の確保は一層困難
になっている現状ではなおさらである。いま
でも挙署体制で乗り切っているとき、挙署体
制をいうだけでは到底職員の休憩時間は保障
されない。確申期の昼休み対応は行うべきで
ない。

２００７年９月14日

全国税労働組合書記長
長谷川　健

に
よ
っ
て
相
当
ハ
ー
ド
な
業

務
と
な
っ
て
い
る
う
え
、
相

談
要
員
も
正
規
の
勤
務
時
間

後
に
審
査
入
力
事
務
等
に
従

事
す
る
の
が
通
常
で
あ
り
、

長
時
間
過
密
労
働
と
な
っ
　

て
い
る
。
こ
の
状
況
下
に
　

お
い
て
、
昼
休
み
の
相
談

通常期の昼休み確保が先決
碓申期の昼休み相談には反対

事
務
従
事
を
検
討
し
て
い
る

と
す
れ
ば
、
昼
休
み
時
間
の

前
後
は
従
事
者
数
が
希
薄
に

な
り
労
働
強
化
の
原
因
と
な

る
こ
と
、
交
代
要
員
が
確
保

で
き
な
い
署
に
お
い
て
は
昼

休
み
確
保
自
体
が
困
難
に
な

る
。

し
た
が
っ
て
、
職
員
の
生

命
と
健
康
に
深
刻
な
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
以
上
、
確
定
申

告
指
導
相
談
会
場
に
お
け
る

昼
休
み
時
間
帯
の
相
談
業
務

は
行
わ
な
い
こ
と
を
強
く
申

し
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「昼休みの窓口対応についての検討状況」に対する書記長談話

通年全事務系統で全窓口業務を
碓申期は挙署体制対応

職
員
の
生
命
と
健
康
に
深
刻
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
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▽
異
動
後
、
東
京
局
で
は
法

人
の
調
査
件
数
を
画
一
的
に

増
や
し
た
。
一
般
調
査
と
重

点
項
目
調
査
の
割
合
を
７
対

３
か
ら
５
対
５
に
し
、
一
人

32
件
程
度
か
ら
36
件
に
す
る

計
画
に
。「
大
変
だ
」「
増
や

す
手
法
が
姑
息
だ
」
の
声
が

上
が
る
。

▽
局
幹
部
は
口
を
そ
ろ
え
て

e-

T
a
x
普
及
促
進
を
強

調
。
19
事
務
年
度
は
、
当
初

目
標
の
３
％
で
は
な
く
、
20

年
度
目
標
の
８
％
を
念
頭
に

お
け
と
ハ
ッ
パ
。

▽
不
祥
事
が
後
を
絶
た
な

い
。
問
題
が
表
面
化
し
た
だ

け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
職
場

が
タ
イ
ト
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
歪
み
か
…
。
箸
の
上
げ

下
ろ
し
ま
で
庁
が
指
示
す
る

状
況
で
、
本
来
の
仕
事
を
や

る
前
、
終
了
し
て
か
ら
や
る

こ
と
が
急
増
。

▽
「
国
税
一
家
」
が
、
崩
れ

て
き
た
。
中
途
退
職
者
も
増

え
、
定
期
異
動
後
半
年
で
40

数
名
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
背

景
を
探
る
と
、
働
く
の
が
嫌

に
な
っ
た
り
、
パ
ワ
ハ
ラ
や

病
気
で
辞
め
た
り
、
子
育
て

や
介
護
の
た
め
辞
め
た
り
理

由
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
っ
た
。

▽
「
超
勤
実
績
と
手
当
の
支

給
率
」
が
記
載
さ
れ
た
資
料

が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
が

想
定
さ
れ
、
開
示
請
求
を
駆

使
し
た
結
果
、
署
か
ら
局
に

超
勤
予
算
を
請
求
す
る
た
め

経
費
③
調
査
充
実
等
経
費
④

署
庁
舎
等
の
耐
震
補
強
、
庁

舎
増
改
築
等
、
職
員
健
診
等

職
場
環
境
整
備
経
費
の
確
保

等
、「
執
行
に
支
障
が
生
じ

な
い
よ
う
所
要
経
費
」
を
要

求
庁
舎
等
の
建
設

局
及
び
署
が
入
居
す
る
庁

舎
整
備
と
し
て
新
規
11
件
、

継
続
４
件
を
要
求

実
の
た
め
、

局
・
署
の
特

別
国
税
徴
収

（
調
査
）
官
等

増
設
、
③
審

理
事
務
等
充

実
の
た
め
、

局
署
の
審
理

専
門
官
等
増

設
を
要
求

経
費
関
係

予
算
総
額

は
７
３
６
８

億
円
５
９
百

万
円
で
、
①

Ｋ
Ｓ
Ｋ
関
係

費
②
電
子
申

告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
関
係

８
月
31
日
、
平
成
20
年
度

予
算
概
算
要
求
に
つ
い
て
伝

達
が
あ
り
ま
し
た
。

定
員
は
若
干
の
純
増
、
機

構
の
主
な
要
求
は
専
門
職
中

心
で
、「
特
官
・
相
談
官
な

ど
中
高
年
職
員
の
処
遇
改
善

に
直
結
す
る
ポ
ス
ト
の
大
幅

な
新
増
設
」
要
求
は
後
景
に

お
か
れ
て
い
ま
す
。

経
費
面
で
は
、
内
部
一
元

化
等
の
業
務
・
シ
ス
テ
ム
の

最
適
化
や
e-

T
a
x
関
係

費
に
力
点
が
お
か
れ
る
中
、

耐
震
補
強
や
庁
舎
増
改
築
の

た
め
の
予
算
を
大
幅
に
要
求

し
た
の
が
特
徴
で
す
。

主
な
内
容
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

定
員
関
係

合
理
化
目
標
数
１
０
１

４
、
新
規
増
員
要
求
１
０
５

３
で
平
成
20
年
度
定
員
の
純

増
要
求
数
は
＋
39
人

▽
12
時
ま
で
に
受
付
け
た
者

に
は
昼
休
み
時
間
も
相
談
を

行
う
署
が
で
て
い
る
。

「
流
し
込
み
方
式
」
が
昼

休
み
の
確
保
を
ま
す
ま
す
困

難
に
し
て
い
る
実
態
に
焦
点

を
あ
て
る
取
り
組
み
が
重

要
。

室
を
残
し
、
他
は
廃
止
に
な

っ
た
。
東
北
６
県
の
一
般
相

談
電
話
は
相
談
室
で
全
部
受

け
て
い
る
が
、
か
な
り
の
数

に
な
る
。
ま
た
、
相
談
室
が

「
集
約
」
さ
れ
た
関
係
で
、

単
身
赴
任
や
遠
距
離
通
勤
に

な
っ
た
人
は
多
い
。

▽
「
苦
情
が
増
え
て
も
リ
ピ

ー
タ
ー
を
増
や
す
な
」
と
い

う
。
行
政
庁
が
「
署
に
く
る

な
」
と
い
う
方
針
を
出
し
て

い
い
の
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
庁
局
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
通
り
に
や
ら
な
い
方

が
確
申
期
は
上
手
く
乗
り
切

れ
た
。

▽
納
税
者
を
署
に
来
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
る
考
え
方
を
示

し
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
逆
行

す
る
日
曜
開
庁
や
昼
休
み
時

間
帯
の
相
談
を
現
場
に
押
し

つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
対

外
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は

や
め
て
も
ら
い
た
い
。

▽
札
幌
北
署
は
確
申
期
に
Ｐ

Ｃ
オ
フ
ラ
イ
ン
が
１
２
０
台

配
置
さ
れ
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
は

▽
内
部
事
務
一
元
化
試
行
署

だ
が
、
何
で
も
で
き
る
職
員

は
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
。

ス
ー
パ
ー
マ
ン
が
何
人
も
い

れ
ば
乗
り
切
れ
る
が
、
局
も

ス
ー
パ
ー
マ
ン
ば
か
り
つ
く

ろ
う
と
し
て
い
る
が
そ
う
は

い
か
な
い
。

▽
一
元
化
担
当
者
が
他
事
務

系
統
の
仕
事
を
何
％
や
っ
た

か
を
報
告
さ
せ
て
い
る
。
正

直
に
報
告
し
た
若
手
職
員
の

場
合
、
出
身
系
統
以
外
の
仕

事
は
ほ
と
ん
ど
や
っ
て
な
か

っ
た
。
全
国
的
に
は
小
規
模

署
が
多
く
、
結
果
的
に
自
分

の
出
身
部
門
の
仕
事
し
か
で

き
な
い
状
況
に
な
る
。

▽
法
人
の
１
統
・
連
調
官
と

管
理
１
統
の
間
で
こ
う
い
う

風
に
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
は

決
る
が
、
一
元
化
担
当
者
か

ら
は
「
そ
ん
な
難
し
い
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
悲
鳴
が
あ

が
る
。

試
行
錯
誤
、
手
さ
ぐ
り
状

の
表
と
確
認
で
き
た
。
資
料

は
確
認
で
き
な
い
と
し
、
勤

務
時
間
は
適
正
に
管
理
し
て

い
る
と
強
弁
す
る
当
局
を
追

及
し
て
い
く
。

▽
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
を

東
京
地
連
機
関
紙
で
連
載
し

て
い
る
。
パ
ワ
ハ
ラ
は
人
格

権
を
侵
害
す
る
違
法
行
為
だ

が
当
局
と
し
て
パ
ワ
ハ
ラ
の

定
義
を
固
め
き
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
だ
。
ま
わ
り
も
そ

う
し
た
言
動
に
つ
い
て
不
快

な
思
い
、
嫌
な
思
い
を
す
る

よ
う
で
あ
れ
ば
イ
エ
ロ
ー
カ

ー
ド
も
出
し
実
態
も
積
み
あ

げ
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
取
り
組
み
が
重
要
。

▽
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は

労
働
組
合
の
重
要
な
活
動

だ
。
全
国
税
で
な
け
れ
ば
解

決
さ
れ
な
い
問
題
も
多
々
あ

る
。職

場
で
は
職
員
が
心
の
病

で
休
ん
で
い
る
が
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
「
脳
の
風
邪
」
で
あ

り
、
そ
う
し
た
視
点
で
対
応

す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

が
混
雑
し
よ
う
と
審
査
・
入

力
担
当
か
ら
応
援
は
一
切
だ

さ
な
い
署
で
は
超
勤
は
週
４

時
間
と
な
っ
た
。

納
税
者
に
不
信
感
を
抱
か

せ
な
い
か
、
仕
事
の
あ
り
よ

う
で
問
題
を
残
し
た
。

▽
平
常
時
は
、
勤
務
時
間
の

割
り
振
り
で
昼
休
み
の
窓
口

対
応
を
適
宜
行
っ
て
い
る
。

今
ま
で
も
確
申
期
の
昼
休
み

時
間
帯
に
相
談
業
務
を
行
わ

せ
る
こ
と
に
は
明
確
に
反
対

し
、
規
制
さ
せ
て
き
た
。
そ

こ
を
変
え
よ
う
と
、
庁
が

「
昼
休
み
時
間
帯
の
窓
口
業

務
の
あ
り
方
検
討
」
を
し
て

い
る
の
は
明
白
だ
。

▽
外
部
会
場
の
署
で
は
交
替

制
の
約
束
は
反
故
に
。
そ
こ

で
も
昼
休
み
時
間
帯
に
相
談

を
や
れ
と
言
う
の
か
。
現
場

に
犠
牲
だ
け
押
し
つ
け
る
施

策
に
は
反
対
す
べ
き
。

態
が
続
い
て
い
る
。

▽
仙
台
市
に
３
ヵ
所
の
相
談

第第
65
回回
大大
会会
発発
言言

４
台
だ
け
で
高
齢
者
が
増
え

る
と
フ
ル
稼
働
状
態
。
し
か

し
Ｐ
Ｃ
で
申
告
書
を
作
成
し

た
割
合
は
30
％
強
で
、
職
員

は
「
人
体
実
験
だ
」
と
…
。

▽
千
葉
県
下
周
辺
署
の
確
申

期
は
週
10
時
間
の
超
勤
が
常

態
化
し
て
い
る
。
相
談
会
場

処処
遇遇
改改
善善
のの
光光
見見
ええ
なな
いい

機
構
関
係

真
に
必
要
な
機
構
と
し

て
、
主
に
、
①
国
際
化
対
応

の
た
め
、
庁
・
局
の
専
門
官

等
増
設
、
②
調
査
・
徴
収
充

平
成
20
年
度
庁
予
算
概
算
要
求
・
概
要

件
数
増
の
カ
ラ
ク
リ

相
談
室
廃
止
で

単
身
赴
任

「
国
税
一
家
」
の
崩
壊

パ
ワ
ハ
ラ
は

人
格
権
の
侵
害

一
元
化ス

ー
パ
ー
マ
ン

証
明
資
料
入
手

リ
ピ
ー
タ
ー
防
止
と

日
曜
・
昼
休
み
相
談

正
直
な
報
告
で
は
… 大辺代議員(近畿)

野田代議員(四国)

江部代議員(東海)

吉岡代議員(東京)

約
束
は
反
故
に
…

アア
ララ
カカ
ルル
トト

e-

T
a
x
と
納
税
者
を

署
に
近
づ
け
る
な
と
言
い

な
が
ら
「
日
曜
開
庁
」

「
昼
休
み
相
談
」
と
や
る

こ
と
は
矛
盾
だ
ら
け
。
園

長
（
国
税
庁
）
は
園
児

（
職
員
）
に
向
か
っ
て
ム

チ
ャ
ク
チ
ャ
言
う
。

勤
務
時
間
の
徹
底
と
言
う

か
ら
…

【
関
信
・
浦
和
分
会
】

て
っ
き
り
定
時
退
庁
徹

底
の
具
体
策
が
指
示
さ
れ

る
の
か
と
思
い
き
や
、
昼

休
み
の
相
談
を
全
面
的
に

や
れ
と
い
う
こ
と
。
い
ま

で
も
収
受
、
用
紙
交
付
、

電
話
相
談
は
対
応
し
て
い

る
。
こ
の
上
相
談
も
と
言

う
な
ら
人
員
増
が
前
提

だ
。
窓
口
業
務
の
問
題
な

の
に
署
の
意
見
な
ど
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
現

場
の
苦
労
が
ま
る
で
分
か

っ
て
い
な
い
。「
勤
務
時

間
管
理
の
徹
底
」
と
い
う

な
ら
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
対
応
を
と
る
べ
き
。
話

は
そ
れ
か
ら
だ
。

一
元
化
…
職
場
の
不
安

【
近
畿
・
北
大
阪
支
部
】

吹
田
署
が
一
元
化
試

行
署
と
な
り
ま
し
た
が

既
に
数
署
で
試
行
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
改
善
の
な
い
ま
ま
突

入
し
予
想
通
り
問
題
点

が
噴
出
。
縦
割
り
の
組

織
を
そ
の
ま
ま
残
し
て

職
員
の
机
だ
け
を
移
動

し
た
の
で
は
効
率
が
悪

く
な
る
の
は
当
た
り
前
。

効
率
が
悪
い
分
、
試
行

署
は
人
員
を
増
や
す
べ

き
。
し
か
し
、
人
員
増

は
な
し
。
こ
れ
で
は
、

職
員
は
堪
り
ま
せ
ん
。

税
務
署
の
幼
稚
園
化
？

【
北
海
道
・
道
北
支
部
】

相
次
ぐ
幹
部
や
職
員

の
不
祥
事
。
そ
の
せ
い

か
、
出
張
前
の
持
ち
物

点
検
等
。
小
さ
な
子
ど

も
の
よ
う
に
一
挙
手
一

投
足
に
「
あ
あ
し
ろ
、

こ
う
し
ろ
」
と
細
か
い

指
示
が
飛
ぶ
。
誰
が
言

っ
た
か
人
呼
ん
で
「
税

務
署
幼
稚
園
」。
か
た
や

国
税
庁
は
人
減
ら
し
施

策
に
躍
起
。
一
元
化
、

〈
解
答
〉
黒
１
か
ら
３
と

打
つ
の
が
好
手
段
。
白
４

に
黒
５
、７
で
白
死
で
す
。

黒
１
で
イ
は
白
４
で
コ
ウ

に
な
り
失
敗
。
黒
３
で
６

は
白
３
黒
５
白
７
以
下
、

白
生
き
で
す
。


